
役割
各区域ごとに設置し、区域計画の作成や追加
すべき規制改革メニューについて協議

構成

役割
区域計画の認定や規制改革メニューの追加な
ど重要事項について調査審議・決定

構成員
議長:内閣総理大臣
議員:内閣官房長官/内閣府特命担当大臣（
地方創生、規制改革）/関係大臣/民間有識者

役割
・国家戦略特区の制度設計
・規制改革事項について関係省庁と折衝(特区以外で
の事業の実現も視野) 
・自治体や事業者からの提案受付、ヒアリング

「総理・内閣主導」の枠組み
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国家戦略特区の仕組み

【特例措置の創設】
① 自治体、事業者等提案者からの提案
② 民間有識者が主導する特区ワーキンググループが調査・検討
③ 必要に応じて特区諮問会議が審議を行い、各所管大臣の同意を
得た上で対応方針を決定

④ 特区法若しくは関係法令等の改正等により、特例措置を実現

【個別の事業認定】
① 事業者を公募し、必要に応じ、専門家や関係省庁も交えた分科会
② 国、自治体、及び事業者で構成する区域会議が区域計画案を策定
③ 特区諮問会議がその区域計画案について審議し、総理が認定
④ 認定の結果、規制の特例措置等を活用することが可能
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